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JICA 教師海外研修 学習指導案・授業実践報告書 
【報告書タイトル】 

世界の見方を変える英語授業の実践 ―ザンビアの水問題を題材とした批判的思考と自立支援の構想― 

 

【実践者】 

 
【実践概要】 

1. 単元名： Powered Natto Solves a Global Water Problem  (Power On English Communication Ⅱ) 

2. 単元目標 

単元目標： 

納豆パウダーの開発の経緯と汚水を浄化するしくみや、発展途上国への影響について、一定の支援を

活用すれば、必要な情報、話・文章の展開や話し手・書き手の意図、概要や要点、詳細を目的に応じ

て捉えたり、納豆パウダーという製品の利点などについて、多様な語句や文を用いて、情報や自分の
考えなどを論理性に注意して詳しく話したり書いたりすることができる。 

  関連する学習指導要領上の目標（総合英語Ⅰ）： 

(1) 社会的な話題について、話される速さや、使用される語句や文、情報量などにおいて、一定の支援を

活用すれば、必要な情報を聞き取り、概要や要点を目的に応じて捉えることができるようにする。 

(2) 社会的な話題について、使用される語句や文、情報量などにおいて、一定の支援を活用すれば、必要

な情報を読み取り、概要や要点を目的に応じて捉えることができるようにする。 

(3) 社会的な話題について、使用する語句や文、対話の展開などにおいて、一定の支援を活用すれば、聞
いたり読んだりしたことを基に、多様な語句や文を用いて、情報や考え、気持ちなどを論理性に注意

して話して伝えあうことができるようにする。 

(4) 社会的な話題について、使用する語句や文、事前の準備などにおいて、一定の支援を活用すれば、聞
いたり読んだりしたことを基に、多様な語句や文を用いて、情報や考え、気持ちなどを論理性に注意

して文章を書いて伝えることができるようにする。 

3. 単元の評価規準 

①知識及び技能 

教科書本文から読み取った「納豆パウダーの開発経緯、浄化の

仕組み、世界への広がり」に関する情報を、自分の記述の根拠

として正確に理解できている。 
単元で学習した語彙を適切に用いて、論理性に注意して自分の

考えを 130 語以上で書いて伝えることができる。 

②思考力、判断

力、表現力等 

ザンビアの村の社会的、経済的背景と照らし合わせ、納豆パウ

ダーの導入のメリットとデメリットを多角的に分析、思考する

ことができる。 

③主体的に学習

に取組む態度 

ザンビアの村の社会的、経済的背景と照らし合わせ、納豆パウ

ダー導入のメリットとデメリットを多角的に分析、思考しよう

としている。 

氏名  
山岸 さくら 

学校名 
 

 
山形県立新庄南高等学校 

担当教科等 英語 対象学年（人数） ３学年普通科（４６名） 
実践年月日もしくは期間（時数） 2025 年 10 月 21 日～12 月 5 日（15 時間） 
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4. 単元設定の理由・

単元の意義 

（生徒観、教材観、
指導観） 

【単元設定の理由】 

ありふれた日常の風景の中に潜む発明の源の発見は、人々を救い、また持続可能

な社会の礎となる可能性がある。生徒たちの日々の生活を振り返らせ、新たな視
点で物事を捉えることで、新たな価値が生まれることを認識させたい。また、生

徒の普段の様子から、発展途上国の問題は遠い世界の問題として、表層の理解に

とどまる可能性が高いと考えられたため、自分事として考えるための探究活動を
設計した。 

【単元の意義】 

世界に存在する多様な不平等の現実に気づき、自分自身もその構造の中で生きて
いることを理解する。そのため、教科書本文で得た知識を基に、ザンビアの水問

題という実社会の課題について多角的な視点から考察する。他者と協働して解決

策を探究する一連の言語活動を通して、社会課題への当事者意識を高めるととも
に、課題解決のために主体的に英語でコミュニケーションを図る力を養う。 

【生徒観】 

授業では主体的・意欲的に取り組む姿勢が見受けられる。教員からの問いかけに

対して積極的に発言する雰囲気が醸成されている。パフォーマンステストの様子
から、思考力・判断力・表現力の高さが伺える。一方で、知識・技能では基本的

な文法や語彙にも誤りが散見される。英文法に対する苦手意識をもつ生徒が多

く、安易にＩＣＴの翻訳に頼る傾向がある。 

【教材観】 

本単元は、小田兼利博士が開発した納豆パウダーの誕生秘話とそれが世界へ広が

る様子についての論説文である。古来より日本人が親しんできた納豆が汚水を浄
化する仕組みや、発展途上国への影響について読んだり聞いたりして概要や詳細

を捉える。さらに、授業者が訪問したザンビアの井戸の壊れた村を題材とした他

者と協働して解決策を探究する言語活動（ジグソー法を取り入れたロールプレイ

ング）を行う。社会課題への当事者意識を高めるとともに、課題解決のために主
体的に英語でコミュニケーションを図る力を養う。 

【指導観】 

教科書本文のリテリングに関して、情報の取捨選択、発音や文法の正確性に課題
をもつ生徒が多い。また、本単元の課題の難しさと生徒の英語力から、生徒の実

態に応じて、スカフォーディングを取り入れる必要が考えられる。事前に行った

授業の様子から、水の問題への理解が不十分であることが推測される。 
5. 単元計画（全１５時間）  

時 『小単元名』・学習のねらい 学習活動 資料など 

１ 『１００人村』 
世界の不平等に気づき、自分自

身も不平等な世界の一員である

ことを自覚することができる 

①英語で 100 人村を読む 
②英語で 100 人村を実践する（大陸・

富の分配） 
③水の問題について大枠を伝える 
④考えたこと、感じたことを共有する 

『世界がもし 100 人

の村だったら』 
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『貿易ゲーム』 
世界の不平等の構造に気づき、

不平等が過去の遺産ではなく現

在進行形で更新されているもの

だと理解することができる 

①貿易ゲームを行う 
②振り返り 
③社会科の先生によるレクチャー 
 

『新・貿易ゲーム』 
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４ 『粉状の納豆が世界の水問題を

解決する（読解）』 
納豆パウダーの開発の経緯と汚

水を浄化する仕組みや、発展途

上国への影響についての情報を

読み取ることができる 

①前時の復習 
②本時の目標の提示  
③新出語句の練習               

④Part 1-4 の読解 

 

5-8 『粉状の納豆が世界の水問題を

解決する（音読）』 
納豆パウダーの機能について書

き手の意図を把握しながら音読

することができる 

①warm-up activity  
②前時の復習、本時の目標の提示 
③Part1-4（音読、リスニング、文

法、リテリング） 

 

９ 『粉状の納豆が世界の水問題を

解決する（理解の整理）』 
納豆パウダーの開発の経緯と汚

水を浄化するしくみや、発展途

上国への影響についての情報を

整理したり聞き取ったりするこ

とができる 

①本時の目標の提示 
②Review の解答・解説 
③納豆パウダーの利点と欠点につい

て話し合う 

 

１０ 『粉状の納豆が世界の水問題を

解決する（ザンビアへ導入する

ことの是非⑴）』 
納豆パウダーの開発の経緯と汚

水を浄化するしくみや、発展途

上国への影響についての情報整

理し、ザンビアで導入すべきか

について話し合う 

①前時の復習 
②ザンビアの水状況について聞き取

る 
③ザンビアで納豆パウダーを導入す

べきかを話し合う 

 

１１ 『粉状の納豆が世界の水問題を

解決する（ザンビアへ導入する

ことの是非⑵）』 
納豆パウダーの開発の経緯と汚

水を浄化するしくみや、発展途

上国への影響についての情報整

理し、ザンビアで導入すべきか

について、自分の考えを論理性

に注意して 130 語程度の英語で

書くことができる 

①パフォーマンステスト 
【書くこと】 

 

１２ 『ちがいのちがい』 
発展途上国の実態について自分

と結び付けて考えることができ

る 

①前時のフィードバック 
②ちがいのちがいを英語で行う 
③振り返り 

 

１３ 『ロールプレイング⑴』 
井戸の壊れた村について知り、

人々の生活について想像し、

人々の要望や課題を整理するこ

とができる 

①本時の目標の提示 
②エキスパート活動を行い、村の要

望や課題を検討する 
③各グループでリテリング用のメモ

をつくり練習する 
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１４ 『ロールプレイング⑵』 
井戸の壊れた村の問題とその構

造について考え、問いに対して

アクションプランを話し合うこ

とができる 

①前時の読解内容をリテリングし、

グループのメンバーに伝える。聞き

取った内容を適宜メモする 
②ジグソー活動を行い、様々な立場

の視点にたち、それぞれの要望や課

題を整理し比較検討する 
③グループの仲間と英語で意見交換

を行い、情報に基づいて、根拠を持

って課題解決のための具体的なアク

ションプランについてディスカッシ

ョンをする 

 

１５ 『ロールプレイング⑶』 
井戸の壊れた村へのアクション

プランを決定し、世界の水問題

についての自分の考えをまとめ

ることができる 

①グループでの話し合いを基に自分

の考えを英語でまとめる 
②アクションプランを英語で伝え合

う 
③世界の水問題について自分の考え

を英語でまとめる 
④本単元を通して考えたことを振り

返る 

 

 
 
6．本時の展開（14時間目） 

本時のねらい：井戸の壊れた村の問題とその構造について考え、問いに対してアクションプランを話

し合うことができる 
過程・

時間 

教員の働きかけ・発問および学習活動 

・指導形態 

指導上の留意点 

（支援） 

資料（教材） 

導入 
(5 分） 
 
展開 
(40 分) 
 
 
 
 
 
 
 
まとめ 
(5 分) 

・本時の目標活動、内容について確認する 
 
 
・エキスパート活動のリテリングを行う 
・他者の意見を聞き情報を整理する 
・問いに対して、ディスカッションを行う 
・教員からのフィードバックを踏まえて考え

を修正、深化する 
・具体的なアクションプランを検討する 
 
 
 
・本時で話し合った内容を振り返り、振り返

りを記入する 

 
 
 
・リテリングは英語のみ

で行うよう指示をする 
・リテリングで明らかに

なる矛盾に気が付けるよ

う支援をする 
・短期的視点と長期的視

点の両方をもつようフィ

ードバックを行う 
 

 

7．本時の振り返り 

前時のエキスパート活動で読解した内容をリテリングし伝え合うことができた。さらに、それを材料

として生徒は当事者意識をもって、村の問題を多角的に分析し思考することができた。生徒が主体

的・対話的に思考するにつれて、思考ツールである母語の使用が多くなった。また、当初はアクショ

ンプランを決定することまでを計画していたが、発散と収束の収拾がつかなくなってしまい、本時で

は具体的なアクションプランを検討するに留まった。 
8. 学習方法及び外部との連携 

『ちがいのちがい』『貿易ゲーム』では、社会科と教科横断的に授業を展開した。 

9. 学校内外で国際理解教育・授業実践を広める取組 

ザンビアで得た知見を共有する校内掲示板を作成した。 
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【自己評価】 

10. 苦労した点 

 

苦労した点は２点ある。1 つ目は教材づくりである。教材作成にあたっては、

授業者が井戸のない村で受けた混沌とした感情を生徒が追体験することを特に重

視した。村の内と外では合理性の意味するところが違うことを深く理解するため

に、ジグソー活動から発展するロールプレイングを採択した。最も苦労したの

は、事実を忠実に描写しながらも内容を複雑にしないことである。 
2 つ目は、英語でディスカッションをすることである。この活動に至るまで段

階的に英語で即興のやり取りをする練習を行った。また、水の問題について理解

を深めるために、教科書で紹介される水質浄化剤の利点と課題を考える活動や、

その浄化剤をザンビアに導入するべきかを考え、背景知識が全くなかった生徒が

深く思考できるように計画した。 
11. 改善点 改善点は 3 点である。1 点目はキャラクターの設定の明確化だ。ジグソー教材

の Junko という日本人ボランティアの専門性やスキルが不明確である。そのた

め、Junko がただのオブザーバーとしてしか機能しておらず、日本人としての強

みをどう活かすかという議論をする余地がなかった。 
2 点目に英語のアウトプットの強化が挙げられる。答えのない問いで議論が発

散してしまったため、授業の最後に「個」でアウトプットする活動が必要であっ

た。 
3 点目は、思考のレベルと英語力の乖離を乗り越えることである。生徒が深く

思考していたため、自然と日本語の使用量が多くなった。改善のための具体的方

策として、日本語で思考し着地は英語で行うことを提案する。日本語で考えた内

容を英語でまとめる時間を設けたり、まずは日本語で話し合い、次にそれを別の

メンバーに英語で伝え合ったりするなどの工夫が考えられる。また、英語で生徒

が伝え合うときに活用できる Useful Expressions をまとめたプリントの配布を行

うことも有効であろう。 
12. 成果が出た点  本単元の成果は、生徒が当事者意識をもって答えのない問いを深く思考したこ

とである。教科書の表層的な理解で終わらず、教科書を批判的に考え、ジグソー

教材で読み取った内容を基にロールプレイングを行った。その結果、生徒は与え

られたキャラクターと感情を共有し、生き生きとディスカッションをすることが

できた。答えがない問いであるため、内容につまってしまうこともあったが、そ

れこそが白黒つかない問題にモヤモヤし批判的に考えられていた証拠ではないだ

ろうか。ザンビアの村の合理性と日本人的感覚から考えられた合理性の違いに気

づき、その格差を乗り越えるために試行錯誤したことは、これからの社会を生き

るうえで価値があるといっても過言ではないだろう。 
13. 学びの軌跡

（生徒の反応・変

化、感想文、作

文、ノートなど） 

 

〇本時の問いへの答え 

生徒たちが単なる『支援要請』にとどまらず、村にある人的・物的資源を活用

し、持続可能なシステムを構築するための具体的な提案を行ったことが明らかで

ある。 
 
・Our idea is to ask Lilian to teach the men who can fix bikes how to maintain 
the well. Also, others should learn from them. 
・Our idea is to have the NGO worker teach the local people how to maintain 
the well by themselves directly. At that time, they should take a video. First, 
they are a strong community, so they can help each other. Second, they can fix 
the well by themselves if it breaks again. 
・The NOG provides technical and material support to Zikomo village. So that 
they can fix the well. David says “I don’t know how to fix the well.” So, the NGO 
needs to teach how to fix it again. As a result, they can fix the well. So, they can 
do farming. After that, they will get a steady income.  
・Our idea is to set up a Zambia shop. It will sell clothes, accessories and 
snacks... We raise money to fix well by selling Zambian goods. At the same time, 
we provide jobs to local people. I want to collect money to fix the well and gain 
trust from the NGO. 
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・My idea is to start a ranch-like company. It can provide jobs for the villagers. 
The strong community of villagers helps this method. This solution can make 
money more efficiently through division of labor. and leads to providing people 
with steady income. 
 
〇単元のまとめ:「なぜ汚水は世界で最も深刻な問題のひとつなのか？」 

生徒は、汚染された水が単なる健康被害にとどまらず、教育の機会を奪い、貧困

を再生産する構造的要因であることを英語で論理的に表現することができた。 
 
・Because women and children have to walk long distances to find clean water. 
As a result, adults cannot work and lose money. This makes poor countries 
remain poor. So, I think contamination is one of the serious problems in the 
world.  
・Because it causes dangerous diseases like cholera, and children cannot go to 
school to secure water for their families. So, I suggest that the government 
should help poor villagers with funding and intellectual support. 
・Because people get sick easily and it causes dangerous diseases like cholera. 
Children cannot go to school. Adults cannot work and lose money. So, it is 
important for us to keep clean water. 
 
 
〇単元のまとめ：単元全体の振り返り 

単なる知識の習得を超え、技術導入における経済的・環境的制約という「現実的

な壁」を直視した。また、自らの置かれた環境（特権性）を自覚し、他者の問題

を「自分事」として捉え直すという、深い価値観の変容が見られた。 
 
1. 学習意欲の向上と知的好奇心の発露  

「世界で色々な問題があることはよく聞いていたので知っていたが、実際に深刻

な問題を持つ国に行ってきた先生の授業は説得力があり楽しく学ぶことができ

た。解決策を考えるのが難しかった。もっと身近に考えて生活していきたいと思

った。」 
「英文力をつけるだけでなく、その村の子どもたちがどんな生活をしているのか

理解することができた。また文化などを知ることもできた。ザンビアで人々が困

っていることで、解決できることがあるか深く考えさせられた。ザンビアの歴史

やそのほかの文化についても、もっと学びたい。」 
「最初は自分たちとまったく違う国のことだからこそ考えるのが難しかった。し

かし、同じ班の人や違う班の人と考えを共有することでより深く考えることがで

きた。どの方法がザンビアを発展させるのに最も適切なのか知りたい。」 
 
2. 事象を多角的に捉え、複雑な社会構造を論理的に分析する力の高まり 

「ザンビアが抱えている問題を多様な角度から考察したり、納豆パウダーの導入

がザンビアで本当に有益なのかを考えたりし、世界の問題について考えを深める

ことができた。井戸の壊れた村について考える授業では、村の抱えている問題は

根が深く複数の問題が絡み合っていて解決方法を考えるのが難しく感じた。」 
「この授業では問題の解決策を考える中で何がこの問題の原因なのか、どうした

ら改善できるのか、と過去の行動を振り返り、未来のために考えることの難しさ

を知った。」 
「村には様々な立場や考えの人がいるが客観視して物事を捉えることが大切だと

思った。村で矛盾が起こっていることから、全員が共通意識を持つことは難しい

から工夫が必要だなと感じた。」 
 
3. 支援の限界や現実の厳しさを直視し、安易な解決策を排する批判的思考の表

れ 

「NGO があるからといって必ずしも生活が良くなるとは限らないと思った。たっ
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た三人の登場人物とプリント 1 枚分の村の情報だけでも意見を整えるのが大変だ

ったのに、これが現地で実際の問題だと考えると、本当に大変な問題だったんだ

と分かった。」 
「納豆パウダーの授業を受けて、発展途上国の深刻な水の問題や水だけでなくお

金や仕事、学校などの問題が様々あることが分かった。納豆パウダーは発展途上

国の水質問題の解決につながると思うけれど、水を得るためにもお金が必要で納

豆パウダーを買うことも難しいのではないかと思うとどういった援助や支援が必

要なのか考えるのが難しいと感じた。」 
 
4. 他者の課題を自己の価値観と結びつけ、生活態度の変容を促す地球市民意識

の萌芽 

「ザンビアの問題を解決するのは難しかった。NGO の力だけでは解決できない

し、村の人の力だけでも解決するのが難しいと感じた。どちらもが協力しないと

難しい。双方の意見が一致して、どちらもやろうと思わないと解決できない。」 
「便利なものがあっても環境などによってそれが使えるかどうか変わることが分

かった。……自分が抱えている問題も大切だけど、ちがう問題を考えている人も

いるから、そっち側のこともしっかり考えていければいいと思った。国には違い

があることを忘れないようにする。恵まれていることも忘れない。」 
「納豆パウダーの授業を通して、自分が住んでいる国以外の現状を知ることがで

きた。……外国と聞くだけで楽しそうなイメージしかなかったけれど、考え方が

大きく変わった。今の自分にできることをこれからしていきたいと思った。」 
「発展途上国は自分より不便な生活をしているということしか分からなかったけ

ど、実際に行った先生から現状を聞いて、お金の大切さを感じた。……生活を見

直すきっかけになった。」 
14. 授業者による

自由記述 

本実践では、「英語を学ぶ」段階から「英語で社会課題を考える（CLIL的アプ

ローチ）」へ転換を目指した。 特筆すべき成果は、生徒のアウトプットが単なる

情報の再構築にとどまらず、現地の人的・経済的リソースを考慮した「持続可能

な自立支援策」へと深化を遂げた点である。生徒は「正解のない問い」に向き合

う中で、多角的な視点から物事を捉える批判的思考力を発揮した。生徒が深い思

考に入った際、日本語での議論が活発化したことは、コンテンツへの関心の高さ

の証左といえるだろう。今後は、この『思考の深さ』を維持したまま、いかに英

語の定型表現を足場かけ（Scaffolding）として提供するなどして、英語でのアウ

トプット量を増やしていくかが、次なる指導の焦点となる。 
振り返りからは、支援のジレンマや自らの特権性に気づき、他者の課題を自分

事として捉え直す「地球市民意識」の萌芽が顕著に見られた。紛れもなく、教師

海外研修に参加したからこそできた授業であった。得難い機会に恵まれたことに

心から感謝する。 
生徒が主体的・対話的に深く思考する様子から、授業者自身も生徒とともに深

く思考することができた。単元を通して、生徒の批判的思考が育まれたり、価値

観が変容したりした様子から、教育が持つ可能性を再確認することができた。今

後も英語をツールとして生徒が「世界の見方」を変え、「考える力」を育む授業

が展開できるよう自己研鑽に努めたい。 
 
参考資料： 
特定非営利活動法人開発教育協会（DEAR）,『新・貿易ゲーム ［改定版］』, 2024 年 
特定非営利活動法人開発教育協会（DEAR）,『ワークショップ版 世界がもし 100 人の村だったら 

第７版』, 2025 年 




















